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～校 訓～ 「立志 善心 叡智」

～学校教育目標～
｢学び合い 支え合い 高め合い｣

10月3日(日)、今年度も新型コロナ感染拡大防止のため、生徒のご
家族様のみへの一般公開となりましたが、朝早くからたくさんの皆さ
んにお越しいただき、誠にありがとうございました。この日は、朝か
ら雲一つない青空で、まるで天気も西仙北中生のがんばりを応援して
くれているようでした。
短い準備期間だったにもかかわらず、ステージ発表、各展示とも素

晴らしい成果を発揮してくれたのは、やはり生徒のがんばりの一言に
尽きます。全校生徒一人一人が自分の役割に責任をもって活動してく
れたことが、立志祭の成功に結び付いたと思います。今年度は、多様
性の社会を考えるきっかけにと、LGBTに関する劇にも挑戦し、いろ
いろな場面で本来の生徒会の本質である「生徒の想い」を前面に出せ
た学校祭だったと思います。
お越しくださった皆さんからの大きな拍手、そしてアンケートでの

労いの言葉、温かい励ましの言葉は、生徒にとって大きな喜びとなり
ました。今後とも、西仙北中生への応援と励ましをよろしくお願いいたします。

<立志祭アンケートより(スペースの関係で抜粋です。申し訳ありません。)>
・立志祭を通し、個々色んな影響を受けたと思います。何日もかけ準備をして本番を迎えることの大
事さも。新型コロナウィルスで例年通りの内容といかず残念でしたが、 生徒さんの一生懸命な姿を
見ることが出来て本当によかったです。
・劇はとても大事なことに取り組んでいただき嬉しく思います。
・コロナ禍で以前と日常が大きく変わってしまった今ですが、日頃の色々なことを忘れて、とても楽し
く、幸せな時間を過ごさせていただきました。3年生、最後の立志祭でしたが、我が子だけでなく、小
さい頃からずっと一緒だったみんなの成長を感じ、小さい頃を思い出し懐かしんだり、頼もしくなっ
た今の姿に嬉しくなり涙が出たり、とても温かい気持ちになりました。ありがとうございました。子供
たちはまた明日からそれぞれの次に向かい頑張ってくれると思いますが、私たち大人もまた明日か
ら頑張れそうです。

10月8日(金)、前期を
締めくくる「前期終業式」
が行われました。生徒代
表の作文発表では、1年
の加藤 さん、2年の
嵯峨 さん、3年の齊
藤 さんが、前期のがん
ばりや反省点を自分の言
葉で堂々と発表してくれ
ました。
さて、前期もコロナの

影響がいろいろなところ
で影を落としましたが、
そんな中でも修学旅行を
はじめとした各行事を、
感染予防をしっかり行い
ながら実施でき、子ども
たちの笑顔をたくさん見
られたことが何よりもう
れしかったです。
後期の子どもたちの頑

張りも楽しみです。

10月13日(水)、後期の
始まりである「後期始業式」
が行われました。生徒代表
の作文発表では、1年の佐
藤 さん、2年の宮越
さん、3年の田村

さんが、前期の反省を生か
した学習や部活動の目標は
もちろん、新しい生徒会へ
の意欲や残り半年の中学校
生活への思いを、原稿をほ
とんど見ることなく堂々と
発表してくれました。
今月は、「合唱コンクー

ル」や「にしせん駅伝･マ
ラソン大会」などの今年度
最後の学級対抗の行事もあ
ります。これらの行事を通
してさらに学級みんなの心
を寄せ合って、絆を深めて
ほしいと思います。後期も
よろしくお願いします！

ホームページ･ブログもご覧ください(随時更新)



3年生徒会執行部のあいさつ ソーラン(２年生のパフォーマンス) 流ちょうな英語暗唱弁論発表

緊張感ただよう空手演武 校長あいさつ(パフォーマンス？) 迫力の「刈和野大綱太鼓」

人間の多様性を考える「ＬＧＢＴ」に関する劇に挑戦！ 吹奏楽部の楽しい演奏

最後を飾る「大いなる秋田」 小山田生徒会長の心温まるあいさつ 多くの励ましの拍手に感謝

今年も「和栄堂」さんと西仙北中とのコラボ商品が人気！ 展示会場にもたくさんの方が！

先日、大仙市四ツ屋にある「共栄メディカル」様より、医療用ゴ
ム手袋を寄贈いただきました。心より感謝申し上げます。担当の方が
本校の後藤教頭と中学校の同期生とのことです。


